
令和８年度

弘 前 大 学 大 学 院

期 日 令和８年４月３日(金)午前10時30分～

会 場 弘前市民会館

一、 開 式 の 辞

一、 閉 式 の 辞

一、 学 長 告 辞

一、 入 学 許 可

一、 学 生 宣 誓

入 学 式 次 第



大学院新入生へのメッセージ

弘 前 大 学 長 福 田 眞 作

人文社会科学研究科長 羽 渕 一 代

教 育 学 研 究 科 長 長 南 幸 安

医 学 研 究 科 長 石 橋 恭 之

理 工 学 研 究 科 長 金 本 俊 幾

農学生命科学研究科長 松 﨑 正 敏

保 健 学 研 究 科 長 冨 澤 登志子

地域社会研究科長 森 樹 男

地域共創科学研究科長 小 岩 直 人
⼊学おめでとうございます。⼤学院での２年間は本当に短いものです。

充実した研究⽣活を送れるよう精⼀杯励んでください。

新たな挑戦を決意した皆さんの勇気を称え、歓迎します。これからの不断

の努力と情熱が未来を切り拓く成果に結びつくよう心から願っています。

進学おめでとうございます。院⽣時代の研究は苦難と幸福のミックスサラ

ダです。幸せな研究⽣活と充実した研究成果を祈念しております。

ご⼊学おめでとうございます。⼤学院で皆さんが歩んでいる教職の道の更

なる高みに到達できるような充実した研究とスキルの獲得を期待します。

⼤学院進学おめでとうございます。努力は裏切りません、ここで培った研

究は今後の人⽣を飛躍させる⼤きな財産になります。頑張ってください。

社会課題の解決を信じて研究に挑み、多様な力を巻き込み未来を切り拓く

リーダーへ成長されることを期待します。

ご進学おめでとうございます。これまでの成果を礎に、新たな視点と発想

で未来を切り拓く研究者へと飛躍されることを心より願っております。

ペース配分なんか考えずに、⼤学院での研究に全てを注力してください。

その全力投⼊した体験が、あなたの力になるはずです。

ご⼊学おめでとうございます。地域の発展のために、これまでの研究をさ

らに深め、成果を⽣み出せるよう研鑽を深めていってください。



青森県の津軽地方を支配した⼤名「津軽氏」は、家紋として

「津軽牡丹」を用いていました。その弘前城下にある弘前

⼤学の徽章は「牡丹」の花をモチーフとしております。

弘前大学の徽章について
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